
童
目

端

渡
邊
　
伸
著

『
宗
教
改
革
と
社
会
』

野
々
瀬
浩
司

　
著
者
の
渡
邊
伸
氏
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
の
宗
教
改
革
を
申
心
に

地
道
に
実
証
的
な
研
究
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
が
、
近
年
は
そ
の
周
辺
地

域
の
農
村
史
に
も
分
析
対
象
の
射
程
を
延
ば
し
、
一
六
世
紀
初
の
エ
ル
ザ
ス

地
方
の
歴
史
研
究
に
関
す
る
包
括
的
で
豊
富
な
成
果
を
収
め
て
い
る
。
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ン
ト
・
メ
ラ
ー
著
『
帝
国
都
市
と
宗
教
改
革
』
（
要
文
館
、
～
九
九
〇
年
）

の
出
版
以
来
、
宗
教
改
革
研
究
は
こ
れ
ま
で
の
教
理
史
や
政
治
史
中
心
の
伝

統
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
つ
ま
り
支
配
者
や
知
識
人
の
思
想
や
行
動
に
関
す
る

考
察
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
教
義
を
受
容
し
た
市
民
や
そ
の
共
同
体
の
実
態

を
も
視
野
に
い
れ
た
社
会
史
的
な
考
察
が
活
発
化
し
始
め
た
が
、
日
本
で
も

中
村
賢
二
郎
・
倉
塚
平
編
著
『
宗
教
改
革
と
都
市
臨
（
刀
水
書
房
、
一
九
八

三
年
）
、
森
田
安
～
著
『
ス
イ
ス
中
世
都
市
史
研
究
』
（
山
川
出
版
社
、
一
九

九
一
年
）
、
棟
居
洋
著
『
ド
イ
ツ
都
市
宗
教
改
革
の
比
較
史
的
考
察
栗
国
際
基

督
教
大
学
比
較
文
化
研
究
会
、
～
九
九
二
年
）
が
公
刊
さ
れ
、
都
市
史
の
枠

組
み
の
中
で
宗
教
改
革
像
を
再
構
成
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に

ペ
ー
タ
ー
・
ブ
リ
ッ
ク
レ
著
『
ド
イ
ツ
の
宗
教
改
革
臨
（
上
文
館
、
一
九
九
一

②年
）
の
登
場
と
と
も
に
、
メ
ラ
ー
の
理
論
を
農
村
共
同
体
に
も
適
用
し
、
民

衆
運
動
と
し
て
の
側
面
に
光
を
あ
て
て
宗
教
改
革
を
捉
え
直
す
傾
向
が
強
ま

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
趨
勢
の
中
で
本
書
は
、
メ
ラ
ー
と
ブ
リ
ッ
ク
レ
の
研
究

を
統
合
す
る
形
で
、
エ
ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
の
具
体
的
事
象
の
分
析

を
通
し
て
、
都
市
と
農
村
両
方
の
宗
教
改
革
を
扱
っ
て
お
り
、
海
外
で
の
最
新

の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
独
自
の
史
料
的
な
裏
付
け
に
よ
っ
て

集
大
成
さ
れ
た
労
作
で
あ
り
、
邦
語
研
究
の
中
で
今
後
重
要
な
位
置
を
占
め

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
全
体
の
目
次
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
は
し
が
き

　　　　　　　第第　　　　　　序
七六五四三ニー一一六五四三ニー一章
　　　　　　　園部

第
二
章

宗
教
改
革
前
夜
の
昆
衆
信
仰
と
教
会

中
世
末
の
民
衆
信
仰

ガ
イ
ラ
ー
の
説
教

民
衆
信
仰
の
高
揚

教
会
の
状
況
と
対
応

信
仰
へ
の
共
同
体
の
関
与

民
衆
と
教
会
、
宗
教
改
革
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
宗
教
改
革
の
伝
播
と
都
市
で
の
改
革
運
動

　
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
に
お
け
る
宗
教
改
革
運
動

宗
教
改
革
と
都
市
の
関
係

改
革
思
想
の
伝
播

教
会
運
営
を
め
ぐ
る
改
革
運
動

「
公
開
討
論
会
」
問
題

農
民
戦
争
期
の
市
内
状
況

市
参
事
会
の
宗
教
改
革
へ
の
対
応

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
改
革
運
動
の
特
徴

　
エ
ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
の
諸
都
市
に
お
け
る
宗
教
改
革
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評書

　
一
　
カ
ト
リ
ッ
ク
に
留
ま
っ
た
都
市
と
宗
教
改
革
運
動

　
二
　
改
革
前
の
状
況
と
改
革
思
想
の
伝
播

　
三
　
民
衆
の
改
革
運
動
と
市
参
事
会

　
四
　
エ
ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
の
諸
都
市
に
お
け
る
改
革
運
動
の

　
　
　
特
徴

第
二
部
　
農
村
へ
の
改
革
の
伝
播
と
改
革
運
動

第
三
章
　
宗
教
改
革
・
農
民
戦
争
前
夜
の
エ
ル
ザ
ス
農
村
社
会

　
一
　
農
民
戦
争
と
宗
教
改
革
の
関
係

　
二
　
経
済
活
動
と
そ
の
動
向

　
三
　
領
主
制
の
変
化
と
農
村
共
同
体
の
発
展

　
四
　
農
村
共
同
体
へ
の
圧
力

　
五
　
共
同
体
内
の
格
差
拡
大

第
四
章
　
エ
ル
ザ
ス
農
村
へ
の
改
革
思
想
の
伝
播

　
～
　
農
村
と
宗
教
改
革

　
二
　
改
革
思
想
の
伝
達

　
三
　
市
領
と
周
辺
教
区
で
の
受
容

　
四
　
都
市
の
改
革
と
農
村
の
組
織
化

第
五
章
　
エ
ル
ザ
ス
農
村
に
お
け
る
農
民
戦
争

　
一
　
農
民
戦
争
と
宗
教
改
革
の
関
係

　
二
　
運
動
の
経
過

　
三
　
エ
ル
ザ
ス
農
民
の
改
革
理
念
と
要
求

　
四
　
エ
ル
ザ
ス
農
民
団
の
組
織

　
五
　
共
同
体
運
動
と
し
て
の
意
義
と
制
約

　
六
　
エ
ル
ザ
ス
の
農
民
戦
争
と
共
同
体

第
六
章
　
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
お
よ
び
バ
ー
ゲ
ン
辺
境
伯
領
に
お
け
る
農
民

　
　
　
戦
争

　
一
　
農
民
戦
争
前
の
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
・
バ
ー
ゲ
ン
辺
境
十
二

　
ニ
　
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
・
バ
ー
ゲ
ン
地
方
へ
の
改
革
の
伝
播
と
農
民
の

　
　
　
運
動

　
三
　
農
民
の
主
張
と
要
求

　
四
　
農
村
共
同
体
と
改
革
理
念

第
三
部
　
領
域
教
会
体
制
の
編
成
と
宗
教
改
革
の
制
度
化

第
七
章
　
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
の
改
革
教
会
の
展
開

　
一
　
改
革
運
動
の
展
開
と
都
市
共
同
体

　
ニ
　
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
に
お
け
る
ミ
サ
廃
止

　
三
　
「
再
洗
礼
派
」
と
改
革
教
会
の
確
立

　
四
　
自
律
的
教
会
訓
練
運
動
の
展
開

　
五
　
　
「
キ
リ
ス
ト
者
の
集
会
」
運
動

　
六
　
　
「
仮
信
条
協
定
」
へ
の
対
応

　
七
　
都
市
宗
教
改
革
の
要
因
－
共
同
体
と
市
参
事
会

第
八
章
　
バ
ー
ゲ
ン
辺
境
伯
領
に
お
け
る
宗
教
改
革

　
一
　
領
邦
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
問
題

　
ニ
　
バ
ー
ゲ
ン
辺
境
伯
爵
の
統
治
体
制

　
三
　
フ
ィ
リ
ッ
プ
伯
治
下
の
宗
教
改
革

　
四
　
宗
教
改
革
期
の
バ
ー
ゲ
ン
辺
境
伯
の
政
策

　
五
「
改
革
」
の
実
態
と
成
果

　
六
　
バ
ー
ゲ
ン
辺
境
伯
領
の
宗
教
改
革
と
共
同
体

　
七
　
バ
ー
ゲ
ン
辺
境
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
信
仰
政
策

終
章
　
宗
教
改
革
の
受
容
と
影
響

　
　
　
宗
教
改
革
理
念
と
共
同
体
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二
　
「
公
権
的
教
会
改
革
」

　
本
書
の
内
容
は
、
全
体
的
に
六
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
主
要
な
学
説
の
紹

介
と
問
題
提
起
（
は
じ
め
に
）
、
中
世
末
か
ら
の
諸
前
提
に
関
す
る
考
察

（
序
章
）
、
宗
教
改
革
と
都
市
共
同
体
と
の
関
係
（
第
一
部
）
、
改
革
思
想
の

農
村
共
同
体
へ
の
拡
大
と
そ
の
運
動
（
第
二
部
）
、
領
邦
権
力
の
宗
教
政
策

（
第
三
部
）
、
要
約
と
結
論
（
終
章
）
と
い
う
流
れ
で
議
論
が
進
展
し
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
八
つ
の
章
か
ら
な
る
本
文
が
そ

の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
の
主
た
る
問
題
関
心
は
、
宗
教
改
革
の
神
学

に
関
す
る
教
義
的
な
側
蒲
よ
り
も
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
受
容
さ
れ
、

社
会
に
い
か
な
る
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
あ
る
。
ま
た
本
書
の
歴
史
叙

述
の
傾
向
は
、
個
別
的
な
特
定
の
テ
ー
マ
に
焦
点
を
絞
っ
た
厳
密
な
史
料
批

判
の
集
積
と
い
う
よ
り
は
、
主
と
し
て
年
代
順
に
事
件
史
を
追
い
な
が
ら
、

鳥
鰍
図
的
に
広
い
視
野
で
地
域
史
を
考
察
す
る
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
導
入
部
分
で
は
、
メ
ラ
ー
の
「
聖
な
る
共
同
体
論
」
や
ブ
リ
ッ
ク
レ
の

「
共
同
体
宗
教
改
革
論
」
が
紹
介
さ
れ
、
当
時
の
民
衆
の
共
同
体
意
識
と
宗

教
改
革
の
神
学
と
の
共
鳴
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ル
タ
ー
の
万

人
祭
司
主
義
は
、
共
同
体
員
の
同
権
・
平
等
を
神
学
的
に
説
く
も
の
と
し
て

都
市
や
農
村
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
著
者
は
、
共
同

体
の
理
念
と
実
態
を
区
別
す
る
必
要
性
を
主
張
し
、
ル
ッ
ツ
の
研
究
を
引
用

し
な
が
ら
、
共
同
体
内
の
階
層
分
化
な
ど
を
例
に
挙
げ
て
、
経
済
階
級
間
に

存
在
し
て
い
た
運
動
の
差
異
を
強
調
す
る
。

　
序
章
で
は
、
申
牛
祭
の
民
衆
信
仰
の
高
揚
や
反
教
権
主
義
的
趨
勢
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
る
。
一
般
信
徒
の
間
で
は
聖
体
・
聖
母
・
聖
入
・
聖
遺
物
へ

の
崇
敬
、
巡
礼
・
寄
進
の
増
加
、
兄
弟
団
の
活
動
な
ど
の
外
面
的
大
衆
的
傾

向
が
顕
著
に
な
っ
た
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
不
安
な
時
代
に
昏
々
が
キ
リ

ス
ト
の
受
難
に
関
心
を
持
ち
、
蹟
罪
や
救
済
の
保
証
を
求
め
た
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。
さ
ら
に
神
秘
主
義
な
ど
の
民
衆
の
内
面
的
な
深
ま
り
に
つ
い
て
指

摘
し
、
そ
の
伝
達
手
段
と
し
て
、
説
教
に
よ
る
聖
職
者
批
判
、
印
刷
術
の
発

達
と
そ
れ
に
伴
う
読
書
熱
の
高
ま
り
、
絵
入
り
の
ビ
ラ
、
演
劇
、
教
育
環
境

に
つ
い
て
考
察
し
、
特
に
説
教
の
役
割
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
時
の

教
会
の
腐
敗
し
た
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
、
具
体
的
に
は
聖
職
者
の
道
徳
的

堕
落
、
教
会
や
修
道
院
の
貴
族
・
門
閥
支
配
、
法
外
な
聖
式
謝
礼
の
要
求
、

聖
職
緑
の
集
積
に
伴
う
任
地
不
在
・
職
務
不
履
行
の
弊
害
、
托
鉢
修
道
会
と

教
区
教
会
と
の
間
の
権
限
争
い
な
ど
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、
礼
拝
堂
の
建
設
や
聖
職
者
の
確
保
を
求
め
る
農
村
や
都
市
共
同
体
の

信
仰
活
動
と
、
教
会
管
理
権
、
聖
職
者
の
任
免
権
・
免
税
特
権
・
裁
判
権
を

め
ぐ
る
市
参
事
会
の
宗
教
政
策
の
内
容
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
著
者

に
よ
れ
ば
、
聖
体
行
列
な
ど
の
公
的
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
統

治
者
と
被
統
治
者
と
を
一
体
化
す
る
役
割
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
第
～
部
で
は
、
民
衆
運
動
が
頂
点
を
迎
え
た
～
五
二
五
年
ま
で
の
都
市
共

同
体
の
宗
教
改
革
を
扱
い
、
新
し
い
神
学
思
想
が
大
都
市
か
ら
中
小
都
市
、

さ
ら
に
は
周
辺
農
村
へ
と
同
心
円
上
に
波
及
し
て
い
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
。

ま
ず
最
初
に
エ
ル
ザ
ス
地
方
の
中
心
都
市
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
宗
教
改

革
を
分
析
し
、
次
に
そ
の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
た
中
小
都
市
の
場
合
を
考

察
し
、
宗
教
改
革
の
伝
播
と
受
容
の
実
態
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ツ
ン
フ

ト
支
配
都
市
で
あ
る
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
例
で
は
、
司
牧
者
の
任
用
問

題
、
十
分
の
一
壷
に
対
す
る
教
区
民
の
不
満
、
ト
レ
ー
ガ
ー
事
件
、
公
開
討

論
に
関
わ
る
問
題
と
市
参
事
会
に
よ
る
不
開
催
の
決
定
、
聖
画
像
撤
去
運
動
、

ツ
ン
フ
ト
市
民
と
下
層
民
と
の
意
識
の
違
い
、
農
民
戦
争
と
の
関
わ
り
が
説

明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
都
市
で
は
事
実
上
の
寡
頭
制
支
配
が
形
成
さ
れ
、
諸
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ツ
ン
フ
ト
の
間
に
聖
職
者
や
農
民
に
対
す
る
態
度
の
違
い
が
あ
り
、
下
位
ツ

ン
フ
ト
に
な
る
ほ
ど
聖
職
者
に
厳
し
く
、
農
民
に
協
調
的
で
あ
っ
た
事
実
は

興
味
深
い
。
結
局
改
革
運
動
の
指
導
グ
ル
ー
プ
が
市
参
事
会
や
市
民
委
員
会

に
参
加
す
る
こ
と
で
体
制
内
化
し
、
運
動
が
鎮
静
化
し
、
市
政
が
安
定
化
し

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
シ
ュ
レ
ッ
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト
や
コ
ル
マ
ー
ル
な
ど
の
エ

ル
ザ
ス
・
オ
ル
テ
ナ
ウ
地
方
の
中
小
都
市
の
動
向
を
分
析
し
て
、
市
参
事
会

が
宗
教
改
革
の
主
導
権
を
持
ち
、
統
治
層
内
で
意
思
統
一
が
取
れ
な
い
と
き

の
み
、
民
衆
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
と
す
る
エ
ン
デ
ル
レ
の
学
説
を
批
判
し

て
い
る
。
ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
に
留
ま
っ
た
都
市
の
例
に
も
言
及
し
て
、
ツ
ン

フ
ト
体
制
か
門
閥
体
制
か
、
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
な
精
神
が
十
分
に
発

達
し
て
い
た
の
か
と
い
う
内
政
的
な
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル

ク
家
と
の
外
交
的
な
関
係
も
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
部
で
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
司
教
や
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
影

響
力
が
強
か
っ
た
エ
ル
ザ
ス
地
方
と
、
小
邦
分
裂
地
帯
で
あ
る
オ
ル
テ
ナ
ウ

地
方
の
農
村
の
宗
教
改
革
を
検
討
し
、
さ
ら
に
は
農
民
戦
争
と
の
関
係
で
そ

の
社
会
・
経
済
的
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
エ
ル
ザ
ス
で
は
人
口
増

加
と
共
同
体
意
識
の
発
展
に
よ
っ
て
、
下
層
民
や
新
参
者
に
面
す
る
村
落
の

閉
鎖
性
が
強
化
さ
れ
、
共
同
体
間
の
融
然
も
見
ら
れ
た
。
領
主
の
反
動
的
な

政
策
や
領
邦
国
家
化
の
進
展
と
と
も
に
、
村
落
自
治
が
侵
害
さ
れ
、
租
税
や

農
奴
制
か
ら
由
来
し
た
諸
負
担
も
経
済
的
に
共
同
体
を
圧
迫
し
て
い
た
。
さ

ら
に
著
者
は
、
農
民
の
抗
議
要
求
と
宗
教
改
革
の
理
念
と
の
関
係
や
、
農
民

団
が
共
同
体
を
単
位
に
組
織
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
し
て
、
民
衆
運

動
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
エ
ル
ザ
ス
で
は
富
農
層
を
中

核
と
し
た
共
同
体
運
動
に
、
消
極
的
で
は
あ
る
が
、
下
層
民
を
岡
調
さ
せ
た

形
を
取
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
急
進
派
と
穏
健
派
と
の
対
立
は
余
り
顕

在
化
し
な
か
っ
た
。
ま
た
農
村
で
の
改
革
要
求
は
、
都
市
の
運
動
と
の
問
に

共
通
性
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
は
聖
職
者
の
任
地
在
住
や
教
区
と
し
て
の
独
立

の
要
求
な
ど
は
、
宗
教
改
革
以
前
と
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
し
か
し
結
論
と
し
て
著
者
は
、
都
市
と
農
村
と
は
理
念
的
に
連
合
し

た
と
解
す
る
ブ
リ
ッ
ク
レ
説
を
批
判
し
、
個
々
の
利
害
の
一
致
に
お
い
て
同

盟
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
判
断
し
た
。
エ
ル
ザ
ス
に
お
い
て
は
、
領
主
一
般
に

対
す
る
闘
争
と
い
う
性
格
は
明
確
で
は
な
く
、
宗
教
改
革
の
理
念
や
反
教
権

主
義
に
基
づ
い
た
聖
界
領
主
へ
の
攻
撃
が
中
心
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ゲ
ン
や
オ

ル
テ
ナ
ウ
の
農
民
の
行
動
は
、
外
部
の
運
動
に
影
響
さ
れ
た
と
い
う
側
面
が

強
く
、
し
か
も
こ
こ
で
は
村
落
共
同
体
自
体
が
エ
ル
ザ
ス
ほ
ど
に
は
発
展
し

て
い
な
か
っ
た
。

　
第
三
部
で
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
当
局
と
バ
ー
ゲ
ン
辺
境
伯
に
よ

る
領
邦
権
力
の
宗
教
改
革
を
扱
っ
て
い
る
。
前
者
の
例
に
お
い
て
は
再
洗
礼

派
問
題
と
絡
ん
で
、
領
域
教
会
体
制
の
確
立
過
程
の
中
で
の
共
同
体
理
念
の

展
開
と
軋
馨
の
行
方
を
明
示
し
な
が
ら
、
宗
教
改
革
の
担
い
手
に
関
し
て
は
、

一
般
市
民
か
市
参
事
会
か
の
二
者
択
一
的
な
見
方
を
排
除
し
た
。
ポ
ス
ト
宗

教
改
革
史
と
し
て
の
信
仰
告
白
体
制
化
（
図
。
｛
Φ
し
。
。
。
δ
津
鼻
嵐
§
α
q
他
に
も

宗
派
化
、
宗
派
体
制
化
、
信
仰
統
一
化
な
ど
の
邦
訳
が
あ
る
）
の
問
題
と
も

関
連
さ
せ
て
、
自
律
的
教
会
訓
練
を
目
指
す
門
キ
リ
ス
ト
者
の
集
会
」
運
動

や
公
権
的
な
教
会
改
革
・
の
特
質
を
解
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
宗
教
改
革

側
に
と
っ
て
不
利
な
内
容
を
含
ん
で
い
た
仮
信
条
協
定
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る

危
機
的
な
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
の
問
題
に
関
し
て
は
都
市
内
の
階
級

的
な
意
見
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
で
は
、
一
五

五
九
年
ま
で
実
質
的
に
は
両
派
併
存
の
体
制
が
存
続
し
た
が
、
司
教
と
の
条

約
の
期
限
切
れ
と
と
も
に
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
保
護
が
停
止
さ
れ
、
最
終
的
に
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は
ル
タ
ー
派
の
体
制
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
バ
ー
ゲ
ン
辺
境
伯
の
村
応

は
、
宗
教
改
革
以
前
か
ら
の
教
会
政
策
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
特
に
聖
職
者

の
市
民
化
、
任
免
権
、
監
督
権
、
免
税
特
権
、
教
会
裁
判
権
、
聖
上
謝
礼
、

十
分
の
一
二
、
教
会
財
産
の
管
理
、
修
道
院
の
処
遇
が
問
題
と
な
り
、
結
局

領
内
で
は
ツ
ヴ
イ
ン
グ
リ
派
が
事
実
上
追
放
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
膨
大
な
史
料
の
分
析
と
先
行
研
究
の
整
理
に
よ
っ

て
理
論
的
に
裏
打
ち
さ
れ
て
お
り
、
優
れ
た
専
門
書
と
し
て
高
く
評
価
で
き

る
。
し
か
し
な
が
ら
次
の
五
つ
の
点
は
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
思
想
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
特
に
神
学
的
考
察
が
全

体
的
に
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
序
章
を
中
心
に
幾
つ
か
の
章
で

そ
れ
に
つ
い
て
の
簡
単
な
言
及
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
総
体
的
に
は
社
会
現

象
に
関
す
る
叙
述
が
多
く
、
宗
教
改
革
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、

表
層
的
な
像
の
み
が
一
人
歩
き
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
当
初
宗
教
改
革
は
、

ル
タ
ー
個
人
の
純
粋
な
宗
教
的
な
動
機
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
が
後
に
社
会
運

動
に
ま
で
展
開
し
た
の
で
あ
り
、
出
発
点
と
な
る
教
義
の
特
質
に
つ
い
て
明

確
な
定
義
が
な
い
限
り
、
中
世
社
会
の
宗
教
運
動
と
の
間
の
連
続
性
と
断
絶

性
が
不
明
瞭
と
な
る
。
新
し
い
神
学
思
想
に
関
す
る
掘
り
下
げ
た
議
論
な
し

に
社
会
史
的
な
考
察
を
行
え
ば
、
歴
史
の
背
後
に
あ
る
基
底
や
原
理
が
闇
の

中
に
隠
れ
て
し
ま
う
。
メ
ラ
ー
や
ブ
リ
ッ
ク
レ
の
研
究
に
は
、
十
分
な
神
学

的
議
論
を
行
っ
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
社
会
現
象
を
論
じ
る
と
い
う
厳

格
な
基
本
姿
勢
が
は
っ
き
り
と
窺
え
る
。
本
書
が
扱
っ
て
い
る
テ
ー
マ
の
性

質
上
、
特
に
共
同
体
論
や
教
会
論
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ル
タ
ー
、
ツ
ヴ

イ
ン
グ
リ
、
ブ
ツ
ァ
ー
の
見
解
の
共
通
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
整
理
し
て
、

分
析
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ

ル
ク
の
宗
教
改
革
去
た
ち
は
、
神
学
的
に
ど
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
ル
タ
ー
の
思
想
と
ど
の
程
度
遠
く
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
神
学
と
ど

の
よ
う
に
近
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
明
記
し
て
欲
し
か
っ
た
。
北
ド
イ
ツ
と

西
南
ド
イ
ツ
の
宗
教
改
革
を
分
類
し
て
論
じ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
申
で
の
，

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
運
動
の
位
置
づ
け
を
行
う
際
に
は
、
恐
ら
く
神
学

的
な
問
題
も
重
要
な
要
素
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
民
衆
意
識
と

神
学
者
た
ち
の
見
解
の
間
に
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
、
ほ
ぼ
前
者
の
分
析

に
終
始
し
た
本
書
の
意
図
は
理
解
で
き
る
が
、
両
者
の
相
互
的
な
影
響
関
係

を
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
著
な
ら
ば
、
宗
教
運
動
の
研

究
に
お
い
て
は
、
知
識
入
の
思
想
に
関
す
る
神
学
的
考
察
は
不
可
欠
な
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
に
農
奴
制
問
題
に
関
す
る
説
明
に
お
い
て
、
も
う
少
し
研
究
史
を
踏

ま
え
た
上
で
の
議
論
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
ク
ナ

ッ
プ
や
ブ
リ
ッ
ク
レ
が
用
い
た
「
人
的
農
奴
領
主
綱
」
「
物
的
農
奴
領
主
制
」

「
地
域
的
農
奴
領
主
制
」
「
領
邦
的
農
奴
領
主
」
な
ど
の
伝
統
的
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
全
く
書
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
や
や
奇
異
な
印
象
を
受
け
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
エ
ル
ザ
ス
や
オ
ル
テ
ナ
ウ
で
は
、
農
奴
制
が
土
地
領
主
制
や
裁

判
領
主
制
と
ど
の
よ
う
に
結
び
付
い
て
い
た
の
か
が
不
鮮
明
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
一
八
七
頁
の
注
置
で
引
用
さ
れ
て
い
る
邦
語
研
究
文
献
に
は
古
い
も

の
が
多
く
、
そ
の
中
に
は
、
農
奴
制
の
実
態
に
つ
い
て
地
域
史
的
な
視
座
か

ら
は
ま
だ
十
分
に
は
実
証
的
に
論
じ
て
い
な
い
段
階
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
。
た
だ
し
本
書
の
第
二
部
で
、
農
奴
制
の
廃
止
を
共
同
体
が
求
め
た
原
因

と
し
て
、
村
内
に
他
の
領
主
の
農
奴
が
居
住
し
て
い
た
場
合
に
は
、
税
負
担

が
共
同
体
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点
や
、
領
主
が
村
役
人
の

選
出
権
を
持
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
で
は
、
統
率
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
し
ば

し
ば
自
由
人
で
は
な
く
農
奴
を
選
ん
だ
事
実
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
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評書

目
す
べ
き
提
言
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
著
者
は
、
共
同
体
内
の
階
層
分
化
の
進
展
を
強
調
し
、
ブ
リ
ッ
ク

レ
や
メ
ラ
ー
の
学
説
に
対
し
て
は
、
理
念
上
の
有
効
性
を
認
め
た
も
の
の
、

歴
史
的
実
態
に
適
合
し
た
形
で
の
理
論
的
修
正
を
求
め
て
い
る
。
特
に
ブ
リ

ッ
ク
レ
の
コ
ミ
ュ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
や
平
民
の
革
命
説
に
は
問
題
が
あ
り
、
共

同
体
を
中
心
と
し
た
運
動
が
、
そ
の
内
部
の
階
級
差
、
共
同
体
間
の
格
差
、

身
分
差
を
克
服
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
温
存
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
を

見
落
と
し
か
ね
な
い
と
い
う
批
判
の
妥
当
性
を
確
認
し
て
い
る
。
著
者
に
よ

れ
ば
、
農
民
戦
争
は
土
地
保
有
者
に
と
っ
て
は
政
治
的
・
社
会
的
・
宗
教
的

運
動
で
あ
り
、
無
産
層
に
と
っ
て
社
会
経
済
的
運
動
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
確
か
に
多
く
の
地
域
で
は
農
民
の
間
で
両
極
分
解
が
起
こ
り
、
貧
富

の
差
の
拡
大
が
見
ら
れ
る
が
、
民
衆
運
動
の
中
で
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で

反
映
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
正
確
に
実
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
農
民

戦
争
期
の
抗
議
書
を
分
析
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
富
農
と
貧
農
と
の
間
の

政
治
的
経
済
的
対
立
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
方
領
主
や
領
邦
権
力
に
対
す
る
共

同
体
自
治
の
防
衛
と
い
う
側
面
の
方
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
ま
だ
近
代
的
自

我
が
確
立
し
て
い
な
い
時
代
に
お
い
て
、
村
落
の
名
望
家
た
ち
に
対
し
て
、

小
農
や
日
雇
い
労
働
者
な
ど
の
社
会
的
弱
者
が
ど
の
程
度
ま
で
独
自
の
見
解

を
表
明
し
、
自
由
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
は
不
確
か
で
あ
ろ
う
。

社
会
的
流
動
性
の
進
展
し
て
い
た
大
都
市
の
場
合
な
ら
ば
、
共
同
体
意
識
が

弛
緩
し
、
下
層
民
が
自
己
主
張
を
始
め
た
可
能
性
は
よ
り
高
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
農
村
の
場
合
で
は
一
層
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
理
念
と
実

態
の
差
異
を
強
調
す
る
論
調
は
、
社
会
経
済
的
利
害
関
係
を
や
や
重
視
し
過

ぎ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

　
第
四
に
宗
教
改
革
の
伝
播
経
路
が
、
本
当
に
都
市
か
ら
農
村
へ
と
広
ま
っ

て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
は
全
く
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
も

残
る
。
こ
れ
を
十
分
に
実
証
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え

ば
ス
イ
ス
の
ゾ
！
ロ
ト
ゥ
ル
ン
の
場
合
に
は
、
農
民
戦
争
の
後
に
宗
教
改
革

へ
の
本
格
的
な
動
き
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
＝
｝
箇
条
」
の
よ

う
に
、
農
民
の
思
想
を
都
市
の
知
識
人
が
編
集
・
加
工
し
た
結
果
、
他
の
地

域
の
農
民
や
市
民
に
影
響
を
与
え
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
大
都
市
か
ら
中

小
都
市
へ
と
思
想
が
広
ま
る
際
に
は
、
農
村
を
経
由
し
た
結
果
、
罪
し
い
内

容
が
付
加
さ
れ
た
可
能
性
を
完
全
に
は
排
除
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
都
市
の

持
つ
中
心
地
性
か
ら
考
え
れ
ば
、
農
村
の
方
が
よ
り
多
く
の
文
化
的
な
影
響

を
受
け
て
い
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
こ
に
も
ま
た
独

自
の
文
化
が
あ
り
、
少
な
か
ら
ず
両
者
の
問
に
相
互
的
な
影
響
関
係
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
σ

　
最
後
に
、
表
現
に
関
わ
る
些
細
な
点
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
た
い
。
確

か
に
一
六
世
紀
初
の
エ
ル
ザ
ス
に
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
属
す
る
地
域
が
多
か

っ
た
が
、
本
書
で
取
り
扱
っ
た
半
分
以
上
の
地
方
は
、
今
日
で
は
フ
ラ
ン
ス

領
に
属
す
る
の
で
、
タ
イ
ト
ル
の
英
訳
で
の
の
毒
舞
ω
0
9
①
¢
と
い
う
表
記

は
誤
解
を
招
き
か
ね
ず
、
再
考
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
ヶ
か
。
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